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流
通
経
済
大
学
社
会
学
部

の
国
際
観
光
学
科
で
は
、「
観

光
旅
行
」「
観
光
事
業
」「
観
光

交
流
」
の
３
つ
の
視
点
か
ら

未
来
の
観
光
を
支
え
る
人
材

を
育
成
し
て
い
る
。「
観
光
の

振
興
と
発
展
が
相
互
理
解
を

生
み
、
世
界
平
和
に
つ
な
が

る
」（
香
川
眞
教
授
）
と
い
う

考
え
方
が
根
底
に
流
れ
る
。

同
大
の
特
徴
の
１
つ
が

「
キ
ャ
ン
パ
ス
選
択
制
」
。

緑
豊
か
な
龍
ケ
崎
キ
ャ
ン
パ

ス
（
茨
城
県
）
と
都
心
に
も

近
い
新
松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

（
千
葉
県
）
の
２
つ
か
ら
希

望
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
入
学
時

に
選
択
。
途
中
で
変
更
も
で

き
る
。

海
外
か
ら
の
留
学
生
が
多

い
こ
と
も
特
色
。
中
国
、
台

湾
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ロ
シ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ブ
ラ

ジ
ル
な
ど
世
界
各
国
か
ら
生

徒
が
集
ま
る
。
各
学
年
の
定

員
が
１
２
０
人
の
国
際
観
光

学
科
は
約
２０
％
が
留
学
生
。

文
字
通
り
国
際
的
な
環
境
の

中
で
観
光
を
学
ぶ
。
日
本
語

と
観
光
を
学
ん
だ
留
学
生

を
、
訪
日
外
国
人
旅
行
客
増

を
め
ざ
す
日
本
の
観
光
業
界

に
輩
出
す
る
役
割
も
期
待
さ

れ
て
い
る
。

授
業
で
は
実
践
的
な
学
習

を
重
視
。
例
え
ば
観
光
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
「
旅
程

管
理
主
任
者
試
験
対
策
講

座
」
で
添
乗
員
資
格
を
取
得

し
た
上
で
、
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ

ズ
ム
、
日
通
旅
行
な
ど
の
旅

行
会
社
や
ホ
テ
ル
で
約
２
週

間
の
実
務
体
験
を
す
る
。
ま

た
Ｊ
Ａ
Ｌ
系
航
空
座
席
予
約

端
末
「
ア
ク
セ
ス
」
を
龍
ケ

崎
に
１６
台
、
新
松
戸
に
２４
台

を
配
置
。
「
ア
ク
セ
ス
実
用

検
定
試
験
受
験
講
座
」
を
設

け
て
い
る
。
今
年
開
講
し
た

「
世
界
遺
産
検

定
受
検
講
座
」

と
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
キ

ャ
ビ
ン
ア
テ
ン

ダ
ン
ト
出
身
の

客
員
教
授
に
よ

る
「
ア
テ
ン
ダ

ン
ト
教
育
講

座
」
も
学
生
に

人
気
。
地
域
振

興
の
視
点
か
ら

来
年
度
は
「
女

将
修
行
講
座
」
「
番
頭
修
行

講
座
」
も
開
講
予
定
だ
。

ホ
テ
ル
、
航
空
会
社
、
旅

行
会
社
な
ど
で
の
実
務
経
験

が
豊
か
な
教
授
陣
を
そ
ろ

え
、
「
旅
行
業
務
取
扱
管
理

者
受
験
講
座
」
と
リ
ン
ク
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
実
践
的

な
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

未
来
の
観
光
を
支
え
る

流
通
経
済
大
学

玉
川
大
学
に
は
「
事
業
主

の
子
弟
を
育
て
る
」
伝
統
が

息
づ
い
て
い
る
。

タ
カ
ミ
ヤ
ホ
テ
ル
グ
ル
ー

プ
（
蔵
王
温
泉
）
・
岡
崎
彌

平
治
、
の
と
や
（
加
賀
・
粟

津
温
泉
）
・
桂
木
実
、
水
明

館（
下
呂
温
泉
）・
滝
康
平
、

丸
栄（
富
士
河
口
湖
温
泉
郷
）

・
渡
辺
洋
、ホ
テ
ル
貫
一（
熱

海
温
泉
）
・
佐
藤
敬
子
、
観

音
温
泉（
下
田
・
観
音
温
泉
）

・
鈴
木
美
智
子
の
各
氏
な
ど

数
多
く
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
経

営
者
・
次
世
代
経
営
者
が
同

大
の
卒
業
生
。料
理
の
鉄
人
、

四
川
飯
店
の
陳
建
一
、
つ
き

ぢ
田
村
・
田
村
隆
、
人
形
町

今
半
・
高
岡
慎
一
郎
の
各
氏

と
い
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
・
料

理
店
経
営
者
も
同
大
の
出
身

だ
。そ

の
玉
川
大
学
が
０７
年
、

満
を
持
し
て
開
設
し
た
の

が
、
経
営
学
部
観
光
経
営
学

科
。
「
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
業
、

旅
行
業
、
運
輸
業
、
観
光
土

産
品
業
、
イ
ベ
ン
ト
・
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
業
、
テ
ー
マ
パ

ー
ク
・
観
光
施
設
業
で
働
く

エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
な
る
人
材

を
育
成
す
る
」
。
折
戸
晴
雄

教
授
が
話
す
教
育
目
的
は
明

確
だ
。

実
は
折
戸
教
授
自
身
も
卒

業
生
。
ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
取
締

役
を
経
て
０６
年
、
後
進
の
育

成
の
た
め
母
校
に
戻
っ
た
。

観
光
経
営
学
科
の
特
長
は

キ
ャ
リ
ア
教
育
。
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体
験
）
は

２
年
次
夏
期
休
暇
に
約
２
週

間
行
う
。
「
早
い
時
期
に
実

務
を
体
験
し
て
み
る
こ
と
で

進
路
選
択
の
微
調
整
が
で
き

る
」（
折
戸
教
授
）か
ら
だ
。

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
創
業
者
の
基
金
で
設
立

さ
れ
た
江
頭
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
事
業
振
興
財
団
の
助
成
に

よ
る
産
学
連
携
の
寄
附
講
座

（
単
位
認
定
）
「
ホ
テ
ル
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
「
レ
ス
ト

ラ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
で

は
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
池
袋
の
塩
島
賢
次
総
支
配

人
、
星
野
リ
ゾ
ー
ト
の
星
野

佳
路
社
長
、
帝
国
ホ
テ
ル
の

犬
丸
徹
郎
レ
ス
ト
ラ
ン
部

長
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ

ル
の
中
内
仁
社
長
な
ど
第
一

線
の
経
営
者
が
教
壇
に
立

つ
。

エ
キ
ス
パ
ー
ト
育
て
る

玉
川
大
学

新松戸キャンパス龍ケ崎キャンパス

吉
田
松
陰
の
行
動
哲
学

「
知
行
合
一
」
を
建
学
の
精

神
に
掲
げ
る
松
蔭
大
学
。
そ

の
松
蔭
大
学
観
光
文
化
学
部

は
「
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
、
見
識
を
持
っ
た
実
務
に

強
い
学
士
を
育
成
す
る
」
と

い
う
目
的
の
も
と
、
２
０
０

９
年
４
月
に
開
設
さ
れ
た
。

神
奈
川
県
で
は
初
め
て
の
観

光
系
学
部
と
な
る
。

観
光
産
業
は
、
１０
年
後
に

は
「
２１
世
紀
最
大
の
産
業
」

に
な
る
と
予
測
さ
れ
、
観
光

産
業
の
拡
大
は
観
光
消
費
を

増
や
し
、
関
連
産
業
を
振
興

さ
せ
、
地
域
の
活
性
化
を
も

た
ら
す
と
言
わ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
観
光
を
振
興
す
る

こ
と
は
地
域
経
済
を
始
め
と

す
る
経
済
の
活
性
化
に
役
立

ち
、
総
合
的
で
持
続
的
な
発

展
の
原
動
力
に
な
る
と
い
う

こ
と
だ
。

そ
の
意
味
で
、
観
光
産
業

は
大
き
な
経
済
効
果
を
も
た

ら
す
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

松
蔭
大
学
の
観
光
文
化
学

部
観
光
文
化
学
科
は
、
「
観

光
経
営
」「
地
域
観
光
政
策
」

「
サ
ー
ビ
ス
経
営
」
と
い
う

３
つ
の
領
域
か
ら
「
も
て
な

し
の
心
」
を
学
ぶ
こ
と
に
よ

っ
て
、
観
光
業

界
に
役
立
つ

「
観
光
文
化
人

間
」
の
育
成
を

目
指
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス

は
横
浜
、
江
ノ

島
、
伊
豆
、
箱

根
な
ど
有
名
観

光
地
に
隣
接

し
、
地
理
的
条

件
に
恵
ま
れ
て

い
る
上
に
、
観

光
業
界
で
の
実

務
経
験
が
豊
富
な
教
授
陣
と

充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

に
よ
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
、
産
学
共
同
研
究
・
提

携
、
地
域
お
こ
し
な
ど
が
容

易
に
行
え
る
環
境
が
あ
る
の

で
「
理
論
と
実
務
」
を
身
に

つ
け
た
学
生
に
と
っ
て
は
就

職
先
が
広
が
り
、
選
択
し
や

す
く
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。「

観
光
概
論
」
「
観
光
文

化
論
」
「
着
地
型
・
発
地
型

観
光
論
」
「
地
域
振
興
論
」

な
ど
特
色
あ
る
科
目
を
学
ぶ

こ
と
に
よ
っ
て
、
観
光
に
対

す
る
複
眼
的
な
見
方
を
養

い
、
観
光
業
界
に
真
に
役
立

つ
人
材
を
育
成
す
る
。

「
観
光
文
化
人
間
」を
育
成

松
蔭
大
学

松
蔭
大
学
の
授
業
風
景

寄附講座「レストラン・マネジメント」

英
語
を
学
び
「
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ

Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
を
知
る

。
２
０
１
０
年
４
月
、
杏

林
大
学
外
国
語
学
部
に
「
観

光
交
流
文
化
学
科
」
が
誕
生

す
る
。

同
大
の
外
国
語
学
部
で
は

００
年
に
日
本
航
空
と
帝
国
ホ

テ
ル
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
客
員
教

授
を
迎
え
、
観
光
系
科
目
を

設
置
し
た
。
０６
年
に
は
外
国

語
学
部
応
用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
観
光
文
化
コ
ー

ス
を
開
設
。
観
光
教
育
の
開

始
か
ら
１０
年
目
の
節
目
と
な

る
来
年
４
月
、
時
代
の
要
請

に
も
こ
た
え
る
か
た
ち
で
、

観
光
交
流
文
化
学
科
を
新
設

す
る
。

外
国
語
学
部
の
全
学
科
で

は
１
、
２
年
次
に
英
語
と
中

国
語
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
実

習
が
必
修
科
目
。
訪
日
外
国

人
旅
行
客
に
対
応
で
き
る
人

材
を
育
成
し
て
い
る
。

ホ
ス
ピ
タ
ル
、
ホ
テ
ル
、

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
す
べ
て

同
じ
語
源
を
持
つ
言
葉
。
そ

し
て
杏
林
大
学
は
医
学
・
保

健
系
学
部
か
ら
出
発
し
た
総

合
大
学
で
、
外
国
語
学
部
の

あ
る
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
保
健
学
部
が
置
か
れ
て
い

る
。
観
光
交
流
文
化
学
科
の

授
業
で
は
こ
の
特
徴
が
最
大

限
生
か
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
保
健
学
部
と
連

携
し
た
授
業「
観
光
保
健
論
」

で
は
、
観
光
と
健

康
や
ス
ト
レ
ス
と

の
関
係
、
旅
行
中

の
健
康
管
理
や
応

急
処
置
の
ほ
か
、

旅
行
医
学
と
い
っ

た
新
し
い
テ
ー
マ

に
つ
い
て
学
ぶ
。

「
観
光
手
話
」
で

は
ろ
う
あ
者
を
ゲ

ス
ト
講
師
に
迎

え
、
ツ
ア
ー
コ
ン

ダ
ク
タ
ー
の
接
客

場
面
を
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
す
る
な
ど
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
あ
り
方

を
学
ぶ
。

ま
た
、
高
尾
山
な
ど
都
市

近
郊
型
観
光
地
で
あ
る
大
学

周
辺
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド

に
、
地
域
の
観
光
振
興
の
可

能
性
を
探
る
「
多
摩
八
王
子

観
光
論
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な

実
践
科
目
も
あ
る
。

航
空
会
社
、
ホ
テ
ル
、
旅

行
会
社
な
ど
で
の
実
習
を
通

じ
て
職
業
意
識
を
形
成
す
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
い
る
。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
実
務
双

方
の
教
員
が
理
論
と
実
践
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
教
え
る
。

本
物
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

杏
林
大
学

駿
河
台
大
学
の
現
代
文
化

学
部
は
、
現
代
の
生
活
で
人

間
性
を
豊
か
に
す
る
も
の
は

何
か
を
考
え
る
学
部
。
観
光

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
コ
ー
ス
、

比
較
文
化
コ
ー
ス
、
ス
ポ
ー

ツ
文
化
コ
ー
ス
の
３
コ
ー
ス

か
ら
な
る
。

観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
コ

ー
ス
で
は
、
地
域
と
国
際
の

観
光
の
あ
り
方
と
実
務
を
学

ぶ
。
観
光
業
界
や
地
域
で
活

躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て

い
る
。
０９
年
４
月
設
置
の
新

し
い
コ
ー
ス
だ
が
、
駿
台
グ

ル
ー
プ
で
９０
年
間
受
け
継
が

れ
て
い
る
教
育
理
念
「
愛
情

教
育
」
が
そ
の
根
底
に
脈
々

と
流
れ
る
。

理
論
と
実
践
を
同
時
並
行

的
に
学
ぶ
こ
と
で
、「
観
光
の

楽
し
さ
と
驚
き
」（
福
永
昭
教

授
）に
気
づ
き
、ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ（
�
お
も
て
な
し
の
心
）

が
自
然
と
身
に
付
く
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
る
。

科
目
の
特
色
は
「
実
習
」

「
資
格
取
得
」「
地
域
密
着
」

の
３
つ
。
実
習
で
は
、
国
内

・
海
外
で
の
観
光
研
修
や
添

乗
研
修
な
ど
を
用
意
。
こ
れ

ら
「
ア
ウ
ト
・
キ
ャ
ン
パ
ス

・
ス
タ
デ
ィ
科
目
」
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
観

光
業
の
現
場
を
学
ぶ
。

資
格
取
得
で
は
、
国
内
旅

行
業
務
取
扱
管
理
者
の
資
格

取
得
の
た
め
の
授
業
を
、
単

位
認
定
の
正
式
科
目
に
設

定
。
答
案
練
習
も
行
い
合
格

率
を
高
め
て
い
く
。
地
域
密

着
で
は
、
大
学
が
位
置
す
る

埼
玉
県
飯
能
市
を
舞
台
に
、

観
光
資
源
の
開
発
と
観
光
に

よ
る
地
域
振
興
を
行
っ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
飯
能
市

と
連
携
し
、
観
光
調
査
や
観

光
振
興
策
の
提
案
、
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
実
践
な
ど
を
授
業

の
一
環
と
し
て
行
う
。

福
永
教
授
が
委
員
を
務
め

る
「
飯
能
市
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
協
議
会
」は
昨
年
、環

境
省
主
催
の
「
第
４
回
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
」

で
全
国
１
位
の
大
賞

を
受
賞
。「
す
べ
て
の

地
域
と
人
の
参
加
」

を
掲
げ
、年
間
１
０

０
本
以
上
の
エ
コ
ツ

ア
ー
を
催
行
し
た
実

績
が
評
価
さ
れ
た
。

エ
コ
ツ
ア
ー
の
企

画
、手
配
、ガ
イ
ド
に

観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
コ
ー
ス
の
学
生
達

も
参
加
す
る
予
定

だ
。

地
域
、国
際
の
観
光
を
学
ぶ

駿
河
台
大
学

京
都
で
の
添
乗
研
修

秋田県・秋の宮温泉「かだる雪まつり」
での観光実習

http://www.rku.ac.jp/go
http://www.tamagawa.jp
http://www.shoin-u.ac.jp
http://www.kyorin-u.ac.jp
http://www.surugadai.ac.jp

